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この報 告 は、 島根県 八束郡東出雲町大字出雲郷大木所在の吉墳群 を東出雲町

教育委員会が、昭和 53年度に実施 した埋蔵文化財発掘調査の記録である。

本古墳群は、国道 9号線沿いに存在 し、近年の開発 ブームにの った宅地造成エ

事等によ り消滅す る可能性 も考えられた。そこで当教育委員会が昭和 53年 5月

23日 か ら同年 9月 22日 までの 4ケ 月にわた り発掘調査を実施 したのである。

当教育委員会としては、このような長期間の発掘調査は、初めての経験であ り、不備

な点 も多 々あると思 うが、本 報 告 を通 じて多少 な りとも埋蔵文化財に対す る理

解 と関心が高まれば幸に思 う。

なお、本書を発行す るにあた り、長期間御尽力 をいただいた島根県教育委員会、

島根県立八雲立う風上記丘資料館並びに地元関係各位に哀心よ り厚 く御礼申し上

げます。

昭和 54年 3月

島根県八束郡東出雲町教育委員会

教育長 宮  廻  勝 重



―

―

―

日

1,本書は、東出雲町教育委員会が国庫 と県費の補助 を受 けて、昭和 53年度 に

実施 した大木権現山古墳群の調査報告である。

2.本調査にあた っては、地元の方 々、松江北高等学校考古学部、松江南高等学

校生徒有志による協力 と下記の方々の指導 と協力 を得た。記 して謝意を表す る。

・ 調 査 指 導

山本  清 (島根大学名誉教授 )

渡辺 貞幸 (島根大学法文学部講師 )

・ 協力調査員

勝部理恵子 (島根県埋蔵文化財調査員 )

花谷  浩 (京 都大学学生 )

3.調査は、島根県八束郡東出雲町教育委員会係長高倉正、島根県教育庁文化課

文化財保護主事勝部昭、同主事石井悠、横 山純夫、宮沢明久、松本岩雄、同嘱

託三宅博士、西尾克己、平野芳英が担当 して実施 した。本書の編集は石井が行

なった。従 って、内容 に誤 りがあるとすれば、全て石井の責任である。

4.本書に掲載 した地図は建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行 50,000

分の 1地形図を複製 した ものである。 (承認番号 )昭 54中 複第 2号

5.表紙の題字は東出雲町長門脇朝吉氏による。
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大木権現山古墳群をとりまく周囲の遺跡

本古墳群は東出雲町出雲郷字大木 1755の 1、 1756の 1、 1765番地の続 き

の 3筆の山地にあ って、意宇平野の東側に突出した低丘陸上に存在す る。 きわめ

て、眺望の きく場所で、西側は出雲国庁の置かれた意宇平野が広が り、北側は中

海を通 して島根半島をみることがで きる。 さらに東狽」はるか遠 くに霊峰大山の雄

姿を遥拝す ることがで きるのが印象的である。

付近一帯は埋蔵文化財の宝庫 ともいえるところで、縄文時代以降の各種遺跡が

集中 している。 とりわけ古墳群、横穴群の密集地帯である。その うち、東出雲町

内の ものを中心に代表的な遺跡を簡単に紹介 してお こう。

出雲郷春 日遺跡 (図 1-9)

かな り広範囲に及ぶ もの と言 える。弥生時代以降の遺物散布地であ り、その性格

は不明であるが、弥生式上器片、須恵器片、鏡片等が出土 している。

的場土拡墓 (図 1-6)

発掘調査の結果、自然丘の地山を削 り出し、約 1%の盛上を施 した方墳が確認 さ

れている。方墳の内部構造等については確認 されていないが、方墳の下部に土拡

墓が検出された。土拡墓は古噴中央部よ りやや北側に寄 った部分に掘 られ、その

西側に 1.5陶 離れて南北方向に石列が認め られた。墓拡は長軸 をほぼ東西方向に

置かれ、上縁で長 さ 2.6%、 幅 2～ 1.7物 、深 さ 1.2～ 1.1%で東側の幅が広 く、

深 くなっている。遺物は土拡上部に供献用の上器群が認め られ、鍵尾 I式 に比定

される討
①

古城山古墳 (図 1-14)

封上がかな り流 されていたため、 もとの噴丘 を確認す ることは困難であるが、

発掘調査の結果では、一辺約 20"の 方墳を意図 して構築 された と考 えられる。

主体部は割竹形木棺 を埋葬したと考えられ る墓拡が検出された。出土遺物は、鍵

尾 I式 に比定 され る鼓形器台 と「位至三公」の銘 を有す る舶載鏡がある討
②

春 日山岩船古墳

墳形は不明であるが、地山をある程度整 えられだ ものであろう。主体部は舟形石

棺をかたどった ものであるが、通例の もの と異な り、地山の底か らのぞいた凝灰

岩の露頭を加工 してそのまま棺 とした ものである講
③

鞠 著墳群・(図 1-22)
最低 8基の古墳で構成 されている。大半は破壊 され、箱式石棺が露出 しているも

の もある。出上 した須恵器は山陰の須恵器 Ⅲ期に属す るものである。
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栗坪 1号墳 (図 1-11)

墳丘の北側 を削って切 り離 し、石室のある南側に上を盛 って築いた一辺約 14%

の方墳で、切石 を用いた妻入 りの石棺式石室を有す る。既に盗掘を受けた もので、

石室内部 に板状石が存在 しているが、本来は石棺が置かれていたものと考えられる。

安部谷横穴群 (図 1-7)

凝灰岩に穿たれた横穴群で、かな り規模の大 きい ものである。全体の横穴群はい

くらかの単位群にわかれて構成 されている。その うち第 1群は 5穴近接 して一列

に並び開口している顕著な横穴群であって、その形式が整美であることか ら国の

史跡に指定 されているF④

図1 周辺の遺跡分布図
(国土地現院承認番号 )昭和 54中複第 2号

1大木権現山古墳群  2中竹矢吉墳・社日古墳 3出雲国分寺跡 4出雲国分尼寺跡
5迎接寺古墳群 6的場土砿墓 7安部谷横穴群 8布敷遺跡 9春日遺跡

10.姫津古憤群、姫津横穴群 11栗坪古墳群 12阿太加夜神社境内遺跡 13.古城山横穴群
14古城山古墳 15後谷池横穴群 16安垣古墳群 17渋 山池古墳群 18四廻横穴群 19中津横穴群
20長池上古墳群 21榎迫古墳群、油免古墳群 22焼田古墳群
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古 墳 群 の 概 要

本古墳群は丘陵のほぼ尾根筋にあたる部分 (標高 14～ 19筋 )に築かれてい

る。発掘調査開始前の分布調査では 4基の方墳が確認 されていたが、調査が進む

に及んで 5基 の方墳が確認 された。各古墳の番号は丘陵の東端に存在す るものを

1号墳、古墳群の南端にあるものを 2号墳、 2号墳の北側の ものを 3号墳、 3号

墳の西側の ものを 4号墳、 3号墳 と 1号墳の中間に存在す るものを 5号墳 とした。

なお、この番号は調査 を行なったllkに 付 した ものである。本丘陵は柿畑、茶畑 と

して利用 された り、町の水道管敷設によ り、かな り元の形 を損ね られていたが、

首墳の形はおおよそ残 されているもの と考 えられた。

丘陵全体をみると、北側 と西側が極端な崖 となっている。本来、北側 と西側は

若千延長 した部分まで丘陵があったとも想像 される。そ うであるとすれば、古墳

の数 も現在の ものよ り多か った とも考 えられ る。
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図2 吉墳群地形測量図
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調 査 の 概 要

発掘調査は昭和 53年 5月 23日 ～ 9月 22日 の 4ケ 月間を費 して実施 した。

樹木密生地であるため抜根に手間どり、 しか も炎天下であ り作業員の不足に悩ま

されたが、後半において松江北高等学校考古学部、松江南高等学校生徒有志によ

る助力 を得て、調査を完了 した。

調査は丘陵全体の地形測量か ら開始 した。地形測量は丘陵全体に一辺 5%の方

眼 を組 み、 50防 間隔 (墳丘部分は 25側 )の 等高線で表現 した。等高線の基

準は国道 9号線沿いの水準点を利用 した。

墳丘の発掘は四分法で実施 し、 5基の吉墳を掘 り進んだ結果、丘陵全面の発掘

を行な った形 とな った。 5号墳の場合、表面的な観察では古墳の存在 を認めるこ

とがで きなか ったが、 4基 の古墳を発掘 しているうちにその一角を検出 したので

ある。調査はで き得 るか ぎり全面発掘に近い形で行なわれているべ きであると痛

感 させ られた。

発掘調査の結果明 らかになったことを、以下各古墳毎 に記す ことにす る。
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図 5墳 丘 配 置 図
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と、 I 号 墳

a、 墳   丘

丘陵の東端に位置す る。つい近年 まで、墳頂部には荒神が祀 られ、墳丘の東側

は後世削平 された痕跡があ り、そこには神社が存在 していた という。現在、荒神

は丘陵東麓に移 され、神社は阿太加夜神社に合祀 されている。墳丘の北側は崖 と

な ってお り、墳丘の西側半分は柿畑、茶畑 として利用 されたため、元の形 をかな

り損 っている。墳丘の規模はこうした事実によ り正確な ところは把握で きないが、

おおよそ次の とお りである。東西 23.08%、 南北 12.2陶 、高 さ 2.35物 (南

北 については、若干延長 した長 さを考 えるべ きであろう )の 方墳である。墳丘の

南側 と西側の斜面及び裾部か ら葺石状の石が認め られた。石は転落 した ものが多

く、整然 と並ぶ ものは少ないが、墳丘の西南隅は突出す る形で石列が検出 された

ところか ら、四隅突出形方墳ではないか とも考 えられたが、確証を得るに至 らな

か った。 (図 4)今後 の類例 をまちたい。

墳丘の築造方法は、南側 3分の 1を 盛上で築 き、北側は地山を切削加 した もの

である。周溝、段その他の施設は認め られなか った。なお盛土中か ら弥生時代後

期の上器片が検出されていることか ら、墳丘築造以前に住居等が営なまれていた

と考えられ る。 さらに噴丘築造後 も墓地あるいはそれ以外の目的で使用 された ら

しく、須恵器、須恵質土器、陶器、土師質土器、古銭、砥石等が検出された。
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霞2李拡

図4 1号 墳墳丘実測図
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① 黒色土層

② 土師器包含層
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b、 主 体 部

墳頂部の 5ケ 所で上拡を検出した。 1、 2号土拡は遺物 を伴な うものであるが、

3、 4、 5号土拡では遺物を検出し得なか った。以下、各土拡について略述す る。

1号 土 拡

東西に長い もので、西側に頭 を置 き、足ははるか遠 くの大山に向けるものであ

る。長 さ 1.74"、 幅 0.6陶 、深 さ 0.2"の もので土拡内両側面にはテラス状の

平担面があ り、土拡の中心よ りやや東側に寄 った部分の南壁に近い ところで ピッ

トが検出され、その内部か ら土器片 と石が検出された。 (図 6)

この上拡は、表上下数センチメー トルの部分か ら土師器片が相当量検出され、発

掘が進むに及んで、大量の上器片が ぎっしうとつまっていることが判明 した。

(図 5)上拡底部に近 くなると、完形に近い もの も検出 されたが、大半は細片 と

なっている。また上拡西端近 くで、 こぶ し大の卵形河原石 も検出された。この河

原石は、前述の的場土拡墓でみ られた もの と同類の ものである。土拡の最下部は

砂質黄自色上である。

2号 上 拡

1号土拡の南側に並ぶ ものである。 3号土拡を穿つ際、一部切 りあった もので

その正確な形状を知ることはで きないが、長 さ 0.96物 、幅 0.46%、 深 さ 0.3

%の ものである。内部に 1号土拡で検出した上器 と同類の上師器片 を検出 してい

ることか ら、 1号土拡よ り遅れた時期に穿たれた墓拡 と考 えられる。

3号 土 拡

2号土拡 と切 りあうものである。上縁は卵形に近い不整形を呈 し、底部は長方

形である。長 さ 1.5筋 、幅 1%、 深 さ 0.6筋 の規模 を有す る。上拡上か ら甕形の

須恵質土器片が検 出されたが、この上拡に伴な うもの と即断はで きない。切 りあ

いの状況か ら、 2号土拡よ り新 しい時期に穿たれた墓拡であろう。

4号 土 拡

1号土拡の北側に位置 し、長 さ 1%、 幅 0.4%、 深 さ 0.35物 の規模 を有す る。

出土遺物がな く、その穿たれた時期及 び性格は不明である。

5号 土 拡

墳丘上面の西南部に位置す る。後世の耕作で、既に削平 された部分であるため、

土拡 として とりあげてよいか判断に苦 しむところである。長 さ 1.45%、 幅 0。 4

%、 深 さ0.1"の 規模で穿たれた時期及び性格は不明である。
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c、 出 土 遺 物

1号土拡で検出 された遺物は、土師器甕、器台、低脚堺、高郭であつた。以下

器種毎に略述 しよ う。

甕 形 土 器

いずれ も小破片であるが、複合 口縁 を有す るもので、やや細か くみると、次の

よ うに分けられ る。

① 口縁下端があまり外方に突出しないもの (図 7-1～ 3)

口縁部の立ちあが り部分がやや湾曲する傾向もみられる。日縁部は内外とも横

なでにより仕上げられ、肩部外面に刷毛目をとどめるもの (図 7-2・ 3)も あ

り、胴部内面はヘラ削 りで仕上げられている。このタイプのものは、胎上にあま

り砂粒を含まない。

② 口縁下端部が外方に突出するもの (図 7-4～ 10)

口縁下端がやや外方に突出するもの (図 7-4・ 5)と 、するどく突出するも

の (図 7-6～ 10)が ある。また口縁の立ちあが り部分はほぼ直線状を呈し、

やや外方に傾斜する。口縁部は内外とも横なでにより仕上げられ、肩部、胴部外

面に刷毛目をとどめるものもある。 (図 7-5・ 7)l同 部内面は全てヘラ削 りで

仕上げられている。このタイプのものは大粒の砂粒を含むものが多い。

器台形土器

全体に小破片が多いが、かなり器形を復元できるものも含まれる。全体に筒部

の短い鼓形器台で器高から次のように分けられる。

① 器高の高いもの (図 7-13・ 14、 図 8-1～ 3)

完全に復元できるものがないため、適格な数字を挙げることは困難であるが、

推定器高 19Mの ものである。全体の外面は横なでによ り仕上げられ、受部内面

はヘラ磨 き、脚台部内面はヘラ削 りが施 され下端部は横なでにより仕上げられて

いる。胎土は若千の細砂を含むが、緻密である。

② 器高が中間的な高さのもの (図 8-4～ 14図 9-1～ 5)

推定平均器高 10勁 のものである。全体の外面は横なでによ り仕上げられ、受

部内面はヘラ磨 き、脚台部内面はヘラ削 りが施され、下端部は横なでによ り仕上

げられている。なおこのヘラ削り部分 もていねいに行なわれている。 (図 8-11・

13)筒部上端で継ぎ目のみえるものもある。 (図 8-8・ 11・ 13)胎 土は

細砂を含むものも多いが、緻密である。

③ 器高の低いもの (図 9-6～ 8)

推定平均器高 9防の ものである。全体の外面は横なでにより仕上げられ、受部

L
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内面 はヘ ラ磨 き、脚台部 内面 はヘ ラ削 りが施 され、下端 部 は横 なで によ り仕上 げ

られてい る。筒部上端 で継 ぎ目のみ える もの もある。 (図 9-7)全 体 に胎土 は

細砂 を含 む もの も多 いが、緻密 であ る。

低 脚 郷

出土 した ものの うち最 も目立 った ものであるが、いずれ も細片 となってお り、

復元で きた ものを以下紹介 しよう。器形か ら次のよ うに分 けることがで きる。

① 器高が低く、ィ部があまり発達しないもの (図 9-10～ 13)
器高は 4.5翻 ～ 5翻 (脚部の高 さ 1.5翻 ～ 1.7勁 )で 、郷部の径 11.3勁 ～

13.2防 の ものである。図 9-10は 風化のため不明であるが、全体に部部外面

は口縁部の横なでを除いて こまかい刷毛 目が全面にみ られ る。郭部内面は全てヘ

ラ磨 きで仕上げられている。図 9-11は 内面に若干刷毛 目が認め られる。刷毛

調整後にヘラ磨 きを行な ったのであろ う。脚部は内外面 とも横なでによ り仕上げ

られている。図 9-10は 罫部 と脚部の継 ざ目が明瞭である。

② 器高がやや高 く、郭部が発達す る もの (図 9-14・ 15)

図 9-14は 器高 7.5切 (脚部の高さ 2勁 )、 邦部の径 19.8勁 の もので、郭

部内外面 ともヘラ磨 きで仕上げられ、外面の上部は横方向のヘラ磨 き、下部は縦

方向のヘラ磨 きによ り仕上 げられている。脚部は内外 とも横なでによ り仕上 げ ら

れている。胎土は緻密である。

図 9-15は 口縁部 を欠 くため正確なところは不明であるが、図 9-14よ り

郷部が発達す るものである。郷部は内外面 ともヘラ磨 きで仕上げ られ、外面は部

分的に刷毛 目が認め られる。脚部は内外 とも横なでによ り仕上げられている。

③ 郭部が椀の形 をしているもの (図 9-16)

器高 5,8帰 (脚部の高 さ 1.3御 )、 郭部の径 13.4初 の もので、高台付椀 と称

した方が良いよ うな器形である。郷部内外面 とも日縁部の横なでを除いて、刷毛

調整後ヘラ磨 きで仕上げられている。脚部は内外面 とも横なでによ り仕上げられ

ている。胎土は緻密である。

出土遺物全体か らみた高郭の量は極めて少ない。ほとん どが組片である。図 9

-18は 、脚部の径が 17勁 、くびれ部までの高 さが、 10勁 ある。外面は縁端

部のなで部分を除いて、刷毛による仕上げ、内面はヘラ削 りで仕上 げられている。

以上簡単に 1号土拡出上の ものを大雑把に分類 して紹介 したが、 1号土拡の遺
.               註⑤

物は出土状況か ら一括遺物 と判断 され る。従 って、これ らの形式差は同時期にお

ι夕る多様性 と しと らえる こ とがで きる。小谷式上器並行の もの と考 えられ る。

郭高
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d、 ま と め

前述の とお り、正確な墳形及び規模 を確認す ることはで きなか ったが、墳丘の

南側 3分の 1は 盛上によ り、北側は地 山を切削加工 して築かれた方墳 と考 えられ

た。墳丘の裾部には葺石の痕跡が認め られ、墳頂部には 5ケ 所で土拡が検出され

たことも前述 した とお りである。墳丘築造時に穿たれた と考 えられる土拡 は 1号

土拡 のみであ り、 1号土拡 か ら検出された遺物か ら古墳時代前期に築造 された も

の と考えられる。 1号土拡 は、土拡 内両側にテラス状の平担面を有す ることか ら、

遺体安置後に蓋板 を置 き上を被せ、その上に土器 を供献 した と考 えられる。長い

年月の間に蓋板が奏 り陥没 したのであろう。上拡 内の断面をみると、土器の ぎっ

しりつまった層 と砂質責 白色土層に分 けられ ることもその傍証 とな り得よ う。

前述 した的場土拡墓、古城山古墳及 び来美古墳 さらに後述す る大本 5号墳等が

本古墳群周辺地域では最 も早い時期に築造 された吉墳時代の埋葬施設 と言 えよ う。

これ らの前期古墳のなかで、大本 1号 墳の占める位置について語 ることはで きな

いが、次のような点が指摘 される。比較的規模が大 きいこと、四隅突出形方墳 と

しての可能性があること。多量の上器が検出されたこと、墳丘の築かれた場所が

極めて眺望の きく所であること等か ら、古墳時代前期の 当地方 にお け る相 当な

有力者が葬 られた古墳と考 えられる。 とりわけ中海に面 した位置に築かれたこと

を考 えると、交通・ 軍事的な面で多大な影響力を持 った人物が葬 られたのであろ

う。
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2、 2 号 墳

a、 墳   丘

古墳群の最南端に位置す る。憤丘の南側は封上が流失 し、地山が露出している

ため墳丘のほとん どが消失 しているもの と考 えられたが、発掘の結果、中心部は

やや北寄 りの もので東西 11.6陶 、南北 11.8陶 、高 さ 0.9"の 規模 をもつ方墳

であることが判明 した。

墳丘は地山を切削加工 し、石棺 を安置 した後に盛上 した ものである。

墳丘の北側には幅 2.6%の 溝が 3号墳 と共有す る形で存在 していた。葺石は認

め られなか ったが、埴輪片 を検出 している。

なお、盛土中か ら黒曜石片、黒曜石製の石鏃が検出され、墓拡南側には縄文時

代晩期の上器片 を含む ピッ トが検出された。古墳築造以前に縄文時代の住居等が

営なまれていた と考えられ る。

|

図Ю  2号墳境丘実測図

/
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①表土
②黄褐色土 (埴輪片を合む)

③暗茶色土
④暗黒色土
⑤茶褐色ブロック入明赤色土
⑥茶色土 |

⑦黄赤色土
③茶色土―i
③褐色砂質土
⑩赤黄色土
⑪赤色土

図 H 石棺蓋実測図
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b、 主 体 部

墳頂部のやや北寄 りの場所に長 さ3.56初 、幅 2.58%、 深 さ 0.5%の 東西に

長い隅丸方形の平面を有す る墓拡 を地 山に穿 ち、その内部に箱式石棺 を安置す る

みぞ吾をFを指信琵祟露笑量房督榜短 督議F貸糧露豊きf?τ 功争摺 &ξ f£
も

0.37陶 、深 さ 0.4%の 規模を有す るものである。石棺内部の東端には板状石に

よる枕がす えつけられている。この枕は側面に 3枚の板状石をたてかけ、あたか

島棗旨傑 :宿孫畠曇 B彊 サ3ち 昆を£&暴覆昆ξ月電ぎゼ 振鷲羅暫後尻諺秩ヱよ

る と言 えよ う。石 棺 は実 測 図 (図 12)に 示すよ うに、当地方では他に類例

のないタイプである。石棺東部外狽]に は 1枚の板状石 を置 き、西部外側には 2枚

の板状石 を側壁に沿 って立てている。上か らみると、石棺その ものが、あたか も

東に頭を向けて寝た人物のよ うである。

石棺の組みたて方は、墓拡の掘 り方からみると次のような手llkで 行なっている

ことが判明した。①北側側壁を設置する。②東西両小口部分の石材を設置する。

①南側側壁を設置する。④東西両端の板状石を設置する。③継ざ目に粘上で目張

りをする。⑥蓋石を載せる。①蓋石の継ぎ目に粘上で目張 りをする。以上述べた

手順は遺体埋葬にかかる作業を除いたものであって、実際にはこの間に色々なこ

とが行なわれたであろう。

墓拡内底部の石棺周囲か ら、石棺 と同質の石材片 と本炭片が検出された。埋葬

に伴 う祭祀が行なわれた痕跡 とも考 えられ る。

c、 出 土 遺 物

輪埴

1印
」

墓拡上の盛土内 (黄褐土層 )に埴輪片

が敷 きつめ られた状態で検出された。

(図 12、 図 13)
検出された埴輪は形象埴輪片 と円筒埴

輪片である。形象埴輪片は家形埴輪の一

部分 と考 えられ るもので、なかに網代文

様が施 された もの もある。円筒埴輪片 も

出土量が少な く、全体を推定す ることは

で きないが、基底部外径 19協、タガ直

下径 23勁 と推 定 され る。 外面 は上

部で刷毛仕上げ、基底部でヘラ削 りによ

り仕上 げられている。内面は指頭による

圧痕がみえる。

沙

電プ。

嚇
―

０

１

図 15 埴輪 出土 状況
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三 連 櫛

石棺内部で検出 された。ちょうど、遺体の肩にあたる部分で認め られた。竹 を

細 か く割 って U字 状 にた ばね た もの1(幅 1.3勁 )3個 を繊維でつないだ も

のである。表面には黒漆がかけてある。 (図 12、 図 14-1・ 2)本吉墳で検

出した三連櫛は当地方では他に類例 をみない。

ホ
II

ll

|

図14 三連櫛実測図
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d、 ま と め

前述のよ うに、地山を切削加工 して 11.8陶× 11.6%の 方墳を築 き、墳頂部

には土広 を穿 ら、立派な箱式石棺を置いた ものであることが判明 した。この石棺

は大形 で か な り入念 につ くられ 、 特異な形 を呈 し、当地方では初見の もので

あった。全体に出土遺物が少ないが、墓拡上の埴輪片、棺内の三連櫛が目につ く。

埴輪は、墳丘裾部か らも破片が点在 した状態で検出されたが、本来墓拡上にあっ

た ものが、後世の耕作等 にあって流れた もの と考 えられ る。本古墳の埴輪の出土

状況は八雲村勝負谷 1号漕薔歩1に 似ていることが指摘 される。勝負谷 1号墳の報

告では、「墓域を画す るとい う大規模古墳 にみ られる円筒埴輪の用い方 と異なっ

た、小規模古墳における特殊な葬送儀礼のあ り方を示 しているもの といえよ う」

としている。本古墳の場合 も勝負谷 1号墳 と同様な解釈をとりたい。棺内出上の

二連櫛 も前述 したよ うに当地方では初見の ものであるが、出土状況は前述の鳥取

県長瀬高浜遺跡の場合 と似ている。長瀬高浜遺跡では、棺内の男性人骨の頭部に

小形の櫛が置かれていた。本古墳の櫛は右肩部か ら出土 していることが若干異な

る点である。棺内に櫛 を入れることの意味を容易につかむことはで きないが、魔

除け的な意味を もたせたのではないか と考 える。

本古墳では土器を供献 した痕跡が認め られなか った ことか ら、古墳築造年代 を

推定す ることは困難であるが、勝負谷 1号墳、長瀬高浜遺跡の例を援用すること

が許 されるな らば、古墳時代中期に築かれた もの と考 えられ る。

さて、本古墳に葬 られた人物についてであるが、 1号墳同様、交通・ 軍事に多

大な影響力 を持 った者であるとしたい。本古墳 と似た様相を示す長瀬高浜遺跡 も

海岸部に存在 していることを考 えると、尚一層海上交通に影響 を与 えた人物 と考

えられる。想像た くま しゅうす ることを許 され るな らば、本古墳に葬 られた人物

は鳥取県の海岸部 と何 らかの交渉を持つ者であった としたい。

離
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5、 5 号 墳

a、 墳   丘

2号墳の北側 に隣接す る もので、北 側斜 面 は茶畑 として利用 され 、元 の地形 は

損 なわれてい るが 、東西 8.4%、 南北 6.8物 、高 さ 0,5"の 規模 を有す る方墳 で

あ る。墳丘 は地 山を切 削加工 して、墳頂部 のほぼ中心 に墓 拡 を穿つ ものであ る。

墳丘の南側 には前 述 した よ うに 2号墳 と共有す る形 で幅 2.6物 の溝 を有す る。葺

石 は墳丘南側で比 較的整然 と残 ってい るが他 の斜面で は元 の位置か ら転落 して い

る。
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図 15 5号墳墳丘実測図
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b、 主 体 部

墳頂のほぼ中心に長 さ 2.5%、 幅 1,2%、 深 さ0.45%の南北に長い墓拡 を穿

っている。墓転上面は赤色粘上で覆われた もので、墓拡内を掘 り下 げた ら、木棺

を安置 した痕跡が検出された。木棺は、両側板 と蓋のみ検出された。側板は、厚

さ 5～ 10財 の木材を 28～ 32防の間隔で並べた ものである。蓋は面的にとら

えることがで きなか ったが、墓 tFAの 縦断面 と横断面に痕跡が認め られた。厚 さ

2.5～ 7協 、幅約 50勁の板材を用いた ものである。遺体の両側面 と上部の蓋の

み検出されたことか ら、本棺 とい うよ り、遺体のまわ りに板材 を置 き、直接遺体

に上がかか るのを防いだ もの と考 えられ る。

棺内頭部 (南側 )で は赤色顔料 も検出された。遺体の保存材料 として用いたの

であろう。

c、 ま と め

地 山を切削加工 して築いた一辺約 8.4%の 方墳で、墳丘裾には葺石 を有 し、墳

頂部に墓拡を有す ることは前述 したとお りである。表土中か ら須恵器 を検 出して

いるが、後世の耕作等で地形が変化 していることを考 えると、本古墳に伴な うもの

としに くい。明 らかに供献 された と考 えられる遺物が検出されなか った ことか ら、

本古墳の築造年代を推定す ることは困難であるが、墳丘の規模、形式か ら古墳時

代中期に築かれた もの と考 えられ る。埋葬 された人物について推定す ることは不

可能であるが、 2号墳 との間に共有す る形で清が掘 られていることか ら、 2号墳

に葬 られた人物 と何 らかの関連があった者 とも考 えられる。

①赤色粘土
②ブロック入黄褐色土
③黄色粘土
④①よりやや明るい
⑤②よりやや明るい
⑥赤褐色粘土
⑦褐色砂質粘土

木 棺 痕 跡

図 16墓 拡 実 測 図

2 9Pb
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4、 4 号 墳

a、 墳   丘

3号墳の西側に位置す るもので、 3号 墳よ リー段低い所に築造 されている。墳

丘の西倶1は 崖 とな っているため、墳丘の裾部が若干損ね られている。 しか し、本

吉墳全体か らみた場合、墳丘全体の保存度は最 も良好 といえる。墳丘は盛上によ

るもので東西 8.8陶 、南北 7.6%、 高 さ 1.4%の方墳で、墳丘の北 。東 。南側に

幅 1.6陶 ～ 2.8初 、深 さ 0.5～ 1%の コの字状を呈す る周溝をめ ぐらせた もので

ある。周構内には、土製支脚を含む多量の上器片が集中 した土器だま り (図 19)

が検 出された。

図 17 4号墳墳丘実測図
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b、 主 体 部

墳頂部のやや北寄 りの位置で、長 さ2.15

に長い墓拡が検 出された。墓拡の周囲には、

棺等の置かれた痕跡は認め られなか ったが、

の と考 えられ る。

c、 土器だま り

陶、幅 0.6%、 深 さ 0。 15防 の東西

人頭大の河原石を配置 している。本

おそ らく、墓拡上部に板 を置いた も

墳丘東側の周溝内で土器だま りが検出された。土器だま りは、土製支脚、土師

器甕片、須恵器郭片、河原石で構成 されている。土製支脚は横転 した状態の完形

品 と破片、土師器甕、須恵器郭は全て細片である。いずれ も炊さんのための火を受

けた痕跡 もな く、周溝に も火 を焚いた痕跡が認め られなか った。

上製支脚は 3本の角 を有す るタイプの ものである。底部が凹む もの (図 20-

7・ 8)と 平底 を有す るものがある。平底の ものは、底部に若子の布 目がみえる。

土師器甕は、推定 口径 19勁～ 23勁 の もので、口縁部の内外面は横なで仕上

０
　
　
　
０
０

げ、胴部外面は刷毛仕上げ、内面はヘラ削 りで仕上げ られている。

須恵器郭は、山陰の須恵器 Ⅳぽ淑 ものである。

なお、主体部か ら針状の鉄製品 1を 検出 したが、取 り上げの際紛失 した。

閥 a

くヾξミξiそ3貶フーー
6洒

ヽ
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¶
離
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図 18 墓 拡 実 測 図
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d、 ま と め

前述のよ うに、墳丘は盛土によるもので、 8.8陶 × 7.6%の 方墳であ り、コの

字状の周溝を有 し、墳頂部に墓拡を穿 っている。出土遺物か ら古墳時代後期後半

に築かれたものと言えよう。墓拡内か ら針状の鉄製品を検出したが、これは現代

でも葬儀の際、遺体の上に刃物を置き、魔除けにすることを連想 させて興味深い。

本古墳で特徴的なことは、周溝内よ り上器だまりが検出されたことである。特に

土製支脚が含まれていることが

注 目される。当地方では、横穴

か ら土製支脚が出土 した例は若

干知 られているが、石室 をもた

ない古墳の周溝内か ら土製支脚

を含む土器だま りが検出された

例は他にない。前述 したように、

これ らの出土遺物は二次的な火

を受けだ痕跡もなく、周溝内には

木炭 片 も検 出 され なか った。

これ らの事実は、葬儀に伴なっ

て行なわれる墓前炊さガ習形式

化 した ものであろ うと判断 され

る。

0        50釦

図 19 周溝内土器だまり実測図



〃///////P/の

半

代

い 。

に

図鰤  出土遺物実測図
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5、 5 号 墳

a、 周溝及び主体部

3号墳 と 1号墳の中間に存在 し、一辺 9%の方墳 と考 えられ る。墳丘その もの

は、茶畑 として利用 されたため既に消滅 している。かろうじて幅 1～ 1.3初 、長

さ 11.2初 の溝が残 され、墳丘中央部か らやや北に寄 った部分で土器棺が検出 さ

れた程度である。土器棺は既に割れて元の形 を失な っていた。棺を安置 した と考

えられる落 ち込み もみ られたが、耕作のためこれ も元の形 を失 っている。

b、 出 土 遺 物

土師器甕 (図 22-1)

口径 22.3肋 、胴部最大径 40翻、推定器高 51勁のものである。複合口縁を

有し、底部は若干の平底を有する。口縁部は内外面とも横なで、胴部は内外面と

も刷毛により仕上げられ、胎上には微砂粒を含む。器形からみると、安来市八幡
註①

山古墳 出上 の ものに近 い。

刀残欠 (図 22-2)

表土 中よ り出土 した もので、遺構 に伴 な った もので はない。残存す る部分 は、

中子 を含 んで 22.8財 の長 さであ る。鉄製直刀で、刃部の断面 は細長 い三角形 を

呈する。 y

5η

図21 5号墳溝実測図
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c、 ま と め

本古墳は一辺 9%の 方墳 と考 えられ るが、既に墳丘は消滅 しているため詳 しい

ことは不明である。出上 した土器棺か ら、古墳時代前期の もの と考 えられ る。墳

丘全体の様相や主体部が判然 としないため、本古墳に葬 られた人物について推定

す ることは不可能であるが、 1号墳同様に交通・軍事に多大な影響 を与 えた人物

か と考 えられ る。また埋葬様式、土器棺の形式か ら前述の安来市八幡山古墳 と密

接な関係を もつ者であった とも考 えられる。八幡山吉墳の場合 も比較的中海 を見

わたす ことので きる小高い丘の上に築かれている点が興味深い。

20m
:      :

0                10卸
1         :         l

図22 出土遺物実測図

2
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にりわおⅣ

本古墳群は、 これまでたびたびふれて きたように、中海沿岸の低丘陵上 に築か

れ、 5基 の方墳で構成 され るものである。このよ うな三方に眺望が きき、付近一

帯の看視に都合のよい場所に墳丘 を築かせた人物の当地方における権力の大 きさ

を私たちにみせつけている。 この地に古墳時代前期か ら後期に至 る長い間、古墳

がつ ぎつ ぎと築かれて きたことを考えると、一層周囲に対する看視あるいは威厳

をほこるに都合のよい場所であった と考えられる。

また首墳を築 く場所 として選ばれたのみでな く、古墳発生以前、Rllち 、縄文時

代か ら弥生時代にかけて生活の場所 として も格好の地であったことが、古墳盛土

中の遺物か らうかが える。 さらに古墳が築 かれなくなってからも、墓地 として利用

された り、近世にな ってか ら荒神が祀 られていた事実は、人の土地利用 といった

面か ら考 えて も興味深いことである。

註① 近藤正・前島己基「島根県松江市的場土呟墓」 (考古学雑誌第57巻第 4号 )

② 昭和44年に当時島根大学文理学部教授であった山本清先生の手により発掘調査が行なわれてい
る。

③ 島根県教委「八雲立つ風土記丘周辺の文化財」
④ 島根県教委「八雲立つ風上記丘周辺の文化財」
⑤ 検出された土器はいくらかのタイプに分けられるが、層位的に分かれるものではない。即ち、

同―タイプのものが上部から下部に至る各部分で検出されている。
⑥ 石材は「輝石 。角閃石安山岩」であるが、章地方における産出場所は明らかにされていない。

(島根大学理学部助教授、理学博士飯泉滋先生の御教示による )

⑦ 鳥取県教委文化課森田氏の御教示による。
③ 島根県八凍郡八雲村教委「勝負谷 1号墳発据調査報告書」
③ 山本清「山陰古墳文化の研究」

⑩ 小林行雄「黄泉戸喫」 (考古学集刊第 2冊 )

① 山本清「 山陰苗墳文化の研究 )
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図版 2 1号 墳発掘前遠景 (西側より )

図版 5 1号 墳発掘後遠景 (西側より )
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図版 5 1号 墳 1号土拡図版4 1号墳 l号土拡遺物出土状況

4号墳       2、 5号墳 5号墳

図版 6 2、 5、 4、 5号墳発掘前遠景 (南側よ り )
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図版 7 2号 墳発掘後遠景 (南側より )

図版 8 2号 墳 。埴輪片出土状況
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図版 9 2号 古墳石棺蓋 (西側より ) 図版 10 £号墳石棺 (西側より )

図版 11 2号墳石棺 (南側より )
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図版 12 5号墳 (南京より )

図版 15 5号墳墓拡 (北側より )
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図版 14 4号墳 (北側より )

図版 15 4号墳周講内土器だまり

4
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図版 16 4号墳周溝内

図 版 17 5号墳周溝 (北側より )
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(8-13)

(9-16)

図版 18 1号土拡出土土師器

(9-18)

|

(9-12)

(9-8)

(9-14)

一
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図版20 土 製 支 脚

図版触 直 刀 残 欠




